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埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
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埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

前
文
中
「
街
頭
犯
罪
や
侵
入
盗
、
あ
る
い
は
、
無
防
備
な
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
犯
罪
」
を
「
都

市
化
や
情
報
化
の
進
展
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
る
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、

人
間
関
係
や
地
域
の
連
帯
感
の
希
薄
化
、
社
会
的
な
規
範
意
識
の
低
下
な
ど
を
背
景
に
、
子
供
、

高
齢
者
、
女
性
等
を
狙
っ
た
犯
罪
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
、
あ
る
い
は
、
街
頭
犯

罪
や
侵
入
盗
」
に
、
「
発
生
す
る
犯
罪
が
多
発
」
を
「
多
く
の
犯
罪
が
発
生
」
に
改
め
、
「
ま
た
、

街
頭
犯
罪
の
多
く
を
少
年
が
占
め
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
的
な
規
範
意
識
の
低
下
が
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
」
を
削
り
、
「
犯
罪
を
行
い
う
る
状
況
を
と
ら
え
て
」
を

「
人
の
目
が
行
き
届
い
て
い
な
い
、
犯
罪
を
行
お
う
と
す
る
者
が
近
づ
き
や
す
い
又
は
防
犯
意
識

が
低
い
等
の
犯
罪
を
行
い
や
す
い
状
況
」
に
、
「
の
「
機
会
」
に
乗
じ
て
」
を
「
を
誘
発
す
る
「
機

会
」
を
利
用
し
て
」
に
、
「
の
「
機
会
」
を
」
を
「
を
誘
発
す
る
機
会
を
」
に
、
「
あ
い
さ
つ
」

を
「
挨
拶
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、
同
条
第
四
号
中
「
子
ど
も
」
を
「
子
供
、
高
齢
者
、

女
性
等
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
第
二
項
中
「
県
民
等
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
県
民
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加

え
る
。 

第
二
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
二

条
と
す
る
。 

第
十
八
条
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
七
条
を

第
二
十
条
と
し
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

第
十
二
条
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
四
条

と
す
る
。 

第
十
条
を
第
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
児
童
等
の
教
育
の
充
実
） 

第
十
三
条 

県
は
、
学
校
等
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
と
連
携
し
て
、
児
童
等
が
犯
罪
被
害
を
受

埼
玉
県
条
例
第
十
号



け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
等
が
犯
罪
を
行
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
規
範
意
識
を
養
い
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
教
育
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

（
啓
発
活
動
及
び
広
報
活
動
） 

第
九
条 

県
は
、
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
県
民
等
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
、

市
町
村
と
連
携
し
て
、
啓
発
活
動
及
び
広
報
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
子
供
、
高
齢
者
、
女
性
等
の
安
全
の
確
保
） 

第
十
条 

県
は
、
市
町
村
及
び
県
民
等
と
連
携
し
て
、
子
供
、
高
齢
者
、
女
性
等
犯
罪
被
害
を
受

け
や
す
い
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


